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１ 事 業 総 括  
 
地域社会を取り巻く環境は、少子・高齢化の進⾏や人口減少、過疎化、地域

住⺠同⼠の⽀え合い機能の弱まりなどを背景として、貧困や虐待、ひきこもり
など地域の中での孤⽴を起因としたさまざまな生活問題が深刻化しています。
また、価値観や⽣活スタイルの多様化により、市⺠の抱える課題も複雑化して
います。 

このような状況の中、佐久市社会福祉協議会は地域福祉を推進する中核的な
機能を持つ組織として、関係機関と連携しながら地域のニーズを把握し、市⺠
の抱える生活課題への対応をすべく、基本理念である「⼈と⼈とがつながり 支
え合う地域づくり」のもと、事業方針や重点事業を掲げ、各種事業を実施して
まいりました。 

また、併せて令和２年度に策定した「第一次 佐久市社会福祉協議会 発展・
強化（改善）計画」（Ｒ３〜Ｒ７）を踏まえながら、地域福祉事業や介護・障害
福祉サービス事業の展開、適切な法⼈運営に努めております。 
令和 4 年度においては、令和 3 年度同様、⻑期化するコロナ禍において新し

い⽣活様式を模索し、試⾏錯誤を重ねた 1年となりました。 
そのような中、本協議会においては、⽣活福祉資⾦等貸付事業やフードドラ

イブ事業等による継続したきめ細かい支援の実施、コロナ禍でも実施できるよ
う趣向を凝らしたボランティア活動の実施など事業展開に取り組んでまいりま
した。 
また、本協議会の事業や取り組みに対する理解を深めるため、ホームページ

の新規サイト作成やインスタグラムの開設を⾏い、啓発宣伝の強化に努めまし
た。 

野沢会館の改築に伴い、本協議会本所事務所が「佐久市臼田総合福祉センタ
ーあいとぴあ臼田」に、本所佐久事務所として、福祉課地域福祉係が「佐久市
福祉総合センター」と分割移転しました。本所機能の分散による利便性の悪さ
も懸念される中、今後も地域福祉における社協の役割を果たすため、市⺠の皆
様に必要とされる社協を目指し、事業を推進してまいります。 
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２ 事業方針・重点目標に対する取り組み 

 法人運営（総務課） 

１ 法人運営の強化 

国が進める働き方改革の「同一労働同一賃金」を導入し、２年が経過しました。 

勤務体制や給与体系の見直し、特定処遇改善加算の導入、また、介護職員処遇改 

善支援補助金等への申請等、財源確保に取り組み、経営の強化を図りました。 

 

（１）本協議会の事務所移転 

  野沢会館改築に伴い、本協議会本所事務所を「佐久市臼田総合福祉センター

あいとぴあ臼田」に、本所佐久事務所として、福祉課地域福祉係が「佐久市福

祉総合センター」と分割移転しました。 

 

（２）本協議会発展・強化（改善）計画に沿った具体的な事業展開 

発展・強化（改善）計画の実施状況の進行管理を行い、本協議会を取り巻く

社会情勢の変化等を踏まえながら事業展開し、令和３年度事業評価を行いまし

た。 

 

（３）職員の資質向上 

各事業等で必須となる資格や研修を計画的に実施しました。全体研修として、

令和５年度中に策定が義務化されている「社協 BCP（事業継続計画）の策定に

ついて」及び「メンタルヘルス研修」の開催、また「重層的支援体制整備事業

特別公開セミナー」へ参加しました。また、福祉職場としてのキャリアアップ

のため、長野県社会福祉協議会が実施する福祉職員生涯研修にも計画的に参加

しました。 

 

（４）啓発宣伝の強化 

   広報誌「ぴーぷる」の編集委員会を職員で編成し、市民の方が興味・関心を

持って、見て読んでいただける記事の掲載を心がけました。また、タイムリー

な情報を届けられるように、インスタグラムなどＳＮＳを導入しました。 

   また、本協議会パンフレットを作成し関係機関等へ配布して啓発宣伝に努め

ました。 
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２ 事業実施の財源確保 

（１）財源確保と事業の見直し 

自主財源である社協会費、共同募金の配分金は、この 10 年来わずかではあ

りますが、年々減少しております。毎月開催する運営会議において、法人全体

の会計月次報告及び介護保険、障害福祉サービス事業所の実績報告を基に、実

状の把握と対策の協議を行い、収支を意識した計画的経営へと取り組みました。 

  

（２）社協会費と共同募金の使途の丁寧な説明 

社協会費と共同募金は、社協が地域福祉活動を進めていくための根幹とな

る貴重な自主財源です。年々減少傾向である会費納入が、増加に繋がるよ

う、地域で暮らす市民の皆様からご協力いただいた会費や共同募金がどのよ

うに使われているかを見える化するため、広報誌「ぴーぷる」やホームペー

ジで紹介しました。 

 

地域福祉の推進（福祉課） 

１ ボランティア活動の充実 

ボランティアセンターでは、活動に関する相談や情報提供、活動先の紹介を 

行うことを目的に、ボランティアコーディネーターが、ボランティア活動の啓 

発やきっかけづくり、また、ボランティア活動に関する相談と受付手続き等を 

行いました。 

   また令和４年度は地区サロン等へ出向き地域の困りごと等を聞き取り、アセ

スメントシートに収集しました。 

 

２ 断らない相談支援の充実  

生活福祉資金貸付事業では、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、休 

業や失業等により生活資金にお悩みの方々に向けた緊急小口資金や総合支援 

資金の特例貸付等を実施しました。また「フードドライブ事業」を実施し、困 

窮家庭等への食糧支援を行いました。 

結婚相談事業では、「婚活講座」として、講話、ウォーキング、ボランティ

アをきっかけに出逢いの場の提供をしました。令和４年度の成婚件数は、１組

ありました。 
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３ ファミリーサポート事業「ほっと・ホット」（育児支援） 

   子育ての手助けをして欲しい人と、子育てのお手伝いをしたい人が登録し、

育児支援が必要な家庭に対し支援会員が有償で支援しました。支援内容は、

産後の食事づくり、掃除の他、ワクチン接種の際の一時預かりといったニー

ズがありました。 

 

４ ふれあいいきいきサロン事業の充実 

高齢者等の閉じこもりや認知症予防等を目的に、地区の集会施設等を利用し 

て区単位でサロン（お茶のみ会）を開催していただきました。コロナ禍におけ 

るサロン開催として、感染拡大防止に努めていただくよう事前に世話人等と相 

談をし、サロン開催時間の短縮やプログラム内容等について十分に検討を行い 

ました。 
長引くコロナ禍で感染対策を行いながら開催となったふれあいいきいきサ 

ロンではありますが、ボランティアコーディネーターが開催区へ出向き、地域

アセスメントシートをもとに地域の困りごと収集等を行いました。今後も情報

収集を進めていきます。 

 

５ 災害時支援活動の強化 

  災害時ボランティアセンターの設置運営に向けて、日頃からライオンズク    

ラブ等の関係団体や機関等と密な連携を図ります。令和４年度は、本協議会職

員を対象に、佐久市社協災害ボランティアセンターマニュアルに沿った「災害

ボランティアセンター開設訓練」を実施し、意見交換などから、現場と運営のイ

メージを職員間で共有しました。 

 

６ 子ども食堂の実施 

  コロナ禍において、地域や人々とのつながりや絆が希薄になっていく中で、子

どもの居場所づくり・温かい食事の提供・世代間交流を目的に、「さーくちゃん

ち（家）でごはんを食べよう」（子ども食堂）を実施しました。 
  各地区で（佐久地区７回、臼田地区２回、浅科地区１回、望月地区２回）合計

１２回開催しました。 
  事業の周知方法として社協広報、回覧、ホームページ、SNS を活用しました

が、来場者が想定より少ない地区もあることから、今後、報道機関等へ依頼し事

業の周知方法を検討していきます。 
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介護保険・障害福祉サービス（在宅サービス係） 

新型コロナウイルス感染症の感染予防・感染管理を徹底し、大規模な集団感染

を出すことなくサービスを提供しました。 

 

１ 介護保険事業 

あいとぴあ臼田デイサービスセンターでは認知症予防に効果がある「ぬり絵」

「川柳大会」、「地域貢献活動」等、浅科デイサービスセンターでは「出張理美容 

サービス」、「移動販売車での買い物」、「大正琴の演奏会」等、それぞれ施設の特

徴を積極的にアピールし利用者に選ばれる事業所を目指しました。 

令和 3 年 12 月に登録を行った基準該当福祉サービス（生活介護）の利用を令

和 4年 11 月からあいとぴあ臼田デイサービスセンターにおいて開始しました。 

新型コロナウイルス感染症拡大の中、当会の通所介護事業所でクラスターが発

生しましたが、対策を講じ、休業後サービス提供を継続することができました。 

常に笑顔を意識して利用者に接し、利用者それぞれのペースを大切にし、楽し

い雰囲気で過ごせるよう心がけ、心のこもったサービスを提供しました。 

 

２ 障害福祉サービス 

特定相談支援事業所は、関係機関や各事業所と連携を図りながら必要な支援が

受けられるよう、調整及び代行での申請等を行い共に考えながら寄り添える支援

を行いました。また障がい特性に合わせた支援が出来るよう職員のスキルアップ

の為の研修を計画的に行いました。 

就労継続支援Ｂ型事業所は、利用者の就労意欲が高まるよう、利用者にあった

作業の開拓、自主製品の開発、施設外就労等の創意工夫に努め、利用者のニーズ

に応じた支援を行いました。また、佐久市の指定管理申請をし、令和 5年 4月 1

日から令和 10 年 3 月 31 日までの 5年間指定管理更新を行いました。 

佐久市社協多機能型事業所くれよんの生活介護では、季節に合わせた行事を

取り入れながら利用者の特性や好きな事に目を向けて楽しいと感じる事が出来

る活動を継続的に行いました。また、空き缶の回収作業を通じて得たお金で自

分の欲しい物を自分で選んで買う体験を行いました。色々な体験をしながらご

本人の持っている力を引き出す活動を継続して行いました。放課後等ディサー

ビスでは、遊びの中で運動を入れ込みながら体幹を使う遊具を多く導入し、支

援にあたりました。長期の休暇等では、プールでの鱒つかみ・ザリガニ釣り体

験・買い物体験・芋ほり他、ご家族に安心し選んで頂ける施設となれるよう、SNS

の活用、毎月のお便り発行の他アンケート調査を行い、その結果を日々の活動

に活かしています。職員のスキルアップを目的として全職員対象に動画研修を

行いました。 



法人運営部門

 3 事業実施報告(詳細)

事業№
事業名

事業概要・報告

1

法人運営全般　　　〔総務課〕

○運営会議の開催
　・毎月1回、会長、事務局長、課長、課長補佐、各係長（支所長）、各事業所の管理者が
　　出席し、社協の経営状況の把握と対策について協議した。
 　開催日(13回開催)
　　4月3日(月)、4月11日(月)、 5月16日(月)、 6月13日(月)、 7月11日(月)、
　　8月8日(月)、9月12日(月)、10月11日(火)、11月14日(月)、12月12日(月)、
　 1月10日(火)、2月13日(月)、 3月13日(月)
 　（主な議題）
　　・会計月次報告について
　　・発展・強化（改善）計画について
 　 ・新型コロナウィルス感染症関連
　　・社協事務所移転について
　　・介護保険事業所・障害福祉サービス事業の状況について
　　・令和4年度事務事業改革検討プロジェクトチームについて
　　・ソーシャルワーク実習の受け入れについて
　　・佐久市社協防災訓練及び災害時職員初動対応マニュアルについて他

○事務事業改革検討プロジェクトチームにおける検討
　　令和4年度は、各課より8名の正規職員を選出し、「佐久市社協の広報活動について考え
　　る」をテーマに、5月から会議を開催した。SNSを有効に使ったPR方法の検討を行い、
　　ツイッター、インスタグラムなどを活用して社協事業を周知した。
　  開催日
　 　5月30日（月）、 7月25日（月）、 8月29日（月）、9月27日（火）
　　10月25日（火）、11月22日（火）、12月20日（火）
　

○文書整理
　　事務所移転に伴う廃棄文書を溶解処理業者に委託し文書整理を行った。

○経理・財務
　・顧問税理士との業務委託契約
　　　契約先：エイワ税理士法人
　　　契約額：月額 16,500円、決算業務時 55,000円
　・基金の管理と運用
　　経常外収支については、基金・積立金の性質と事業計画との調整を図りながら、有効な
　　運用ができるように管理をした。また、基金と積立金の運用についても元本保証を前提と
　　しながら、利息収入等が増加できるような運用を図った。
　　(資金運用会議　6月22日(水)　9月27日（火）令和5年1月20日（金）3月22日（水）開催)
　・車輌管理
　　車輌の老朽化により維持費が増大するため、車輌の更新計画をたて、効率的な運用ができ
　　るようにした。また、本所事務所移転に伴い、普通自動車及び軽自動車の住所変更手続き
　　を行った。

○グループウェアの活用
　　職員間の情報共有を目的に、グループウェアを積極的に活用し、各正規職員の予定表や重要
　　事項等を周知し、情報の共有・見える化を進めることができた。

6 



事業№
事業名

事業概要・報告

◯相談援助実習生の受け入れ
　・群馬医療福祉大学：8月8日（月）～9月20日（火）1名
　・NHK学園社会福祉士養成過程相談援助実習：11月7日（月）～11月22日（火）1名
　・佐久大学人間福祉学部ヒユ－マンケア基礎実習：12月2日（金）39名
　　佐久大学　　　　：令和5年2月27日（月）～3月10日（金）2名
　・長野大学　　　　：令和5年2月 9日（木）～2月22日（水）1名

法人運営全般　　　〔総務課〕

1

◯人事評価制度の試行的導入
　・職員の職務能力、執行状況及び成果を公平かつ公正に把握し、職員の能力開発、人材育成
　　及び組織の活性化を図ることを目的とし、社会保険労務士と相談を行いながら施行的に
　　導入した。

○労務・人事管理
　・社会保険労務士との業務委託。
　　契約先　：宮澤啓子社会労務士
　　契約金額：月額33,000円
　・労務人事に関する相談の人事評価制度導入のための相談や育児介護休業の復帰に向けた
　　支援や手続き代行を依頼した。

○職員の健康管理
　・職員健康診断の実施
　・新型コロナウイルス感染症予防の啓発、消毒の実施

　・処遇改善加算
　　介護職員の働きやすい環境を整備するため、「介護職員処遇改善加算・支援補助金」
　　「福祉・介護職員処遇改善加算・臨時特例交付金」を申請し、介護職員等の処遇改善を
　　図った。契約職員に職場手当を支給し、賃上げ効果が継続する体制を整えベースアップ等
　　支援加算を行った。

○職員採用
　　第1次試験　　9月18日（日）　　　第2次試験　　11月8日（火）
　　令和5年4月1日付け：3名採用
　・ハローワークなどを利用し随時契約職員の募集を行った。

○職員研修の実施
【第1回】8月 25日（木) 午後1時30分～3時30分　参加者17名（会場13名・オンライン6名）
　・社協BCP（事業継続計画）の策定について
  　令和元年の台風19号の際の実体験を交えての講演であったため、本協議会での体験も重なり
　　分かりやすく、BCP策定の必要性についての理解を深めることが出来た。
　
【第2回】9月 22日（木） 午後1時30分～4時30分　参加者9名
　・重層的支援体制整備事業　特別公開セミナー
    長野県社会福祉協議会主催の自治体職員及び支援機関関係者等を対象とするオンライン研修
　　に参加した。研修内容として、各市町村からの報告ではそれぞれ状況の違いはあったが、地
　　域に密着した活動をしている社協として、行政との役割の明確化と機密な連携の必要性を感
　　じた。

【第3回】令和5年2月9日（木)  午後1時30分～3時00分　参加者21名
　・メンタルヘルス研修「職場における心の健康づくり」
　　　講師：株式会社コミュニケーションズ・アイ　産業カウンセラー　高橋　知也　氏
　　仕事上、対面場面が多いことから、コミュニケーションスキルを高めることは重要である
　　こと等、日ごろの職務において認識することが必要だと感じた。

○佐久市社会福祉協議会防災訓練
　・佐久市総合防災訓練が新型コロナウィルス感染症の感染急拡大及び県医療非常事態宣言の
　　発出、感染警戒レベル6のため中止となったため、本協議会職員で「防災訓練」を実施し
    た。併せて、災害時職員初動対応マニュアルを策定した。
　開催日
　　9月15日（木）　午前8時30分～12時00分　参加者　佐久市社協職員、実習生
　　「災害対応　発災からボランティア受け入れまで」
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○理事会の開催
【第1回理事会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日　4月11日（月）
　　議案第 1号　第1回評議員会の開催について

2 【第2回理事会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日　5月9日（月）
　  議案第 2号　常務理事の選定について
　  議案第 3号　評議員選任・解任委員の選出について
　　議案第 4号　第2回評議員会の開催について
　　議案第 5号　評議員補欠選任候補者の推薦について
　

理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

1

〇佐久ブロック社協市町村事務局の活動
　・長野県社会福祉協議会を中心に佐久市、小諸市、南・北佐久郡の町村社協で組織されて
　　おり、近隣社協での情報共有や連携を目的としている。
　・事務局連絡会議
    日　時：7月20日（水）午後2時00分～　　　　 場所：ハートピアみよた
　　内　容：令和3年度事業報告、令和3年度会計決算について
　　　　　　令和4年度事業計画、令和4年度予算について他
　　日　時：令和5年2月20日（月）午後2時00分～　場所：ハートピアみよた
    内　容：長野県社会福祉団体職員退職積立基金について
　　　　　　佐久ブロック社協受け持ち順について他
 
〇その他
　・苦情解決第三者委員会
　・苦情対応システム研修会
　　新型コロナウィルス感染症の今後の収束状況等が予測できないことから、感染症拡大防止等
　　の観点から、動画配信（限定公開）の方法で行われた。
　　動画配信期間：11月14日（月）午前9時00分～12月2日（金）午後5時00分
　　内　容：講義「苦情相談への対応について」-相談援助の知識・技術の活かし方-
　　　　　　講師　福島　喜代子氏（ルーテル学院大学　総合人間学部教授）
　
　・第三者委員委嘱式及び研修会
　　日　時：令和5年1月23日（月）午後1時30分～　場所：あいとぴあ臼田多目的1.2
　　内　容：委嘱式
　　　　　　研修会「第三者委員の役割について」
　　　　　　講師　長野県社会福祉協議会職員
　　出席者：5名（第三者委員）

収入103,394,060 円　　支出101,067,058円　　収支差額　2,327,002 円

事業№
事業名

事業概要・報告

○職員互助会
　・互助会への加入推進を行った。

○表彰審査委員会の開催
　　9月13日（火）午後1時30分～　場所：あいとぴあ臼田ホール
　　審査委員　　8名
　　会長表彰・感謝状を贈呈して行う表彰対象者の審査

法人運営全般　　　〔総務課〕
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理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

2

【第2回評議員会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日 5月18日（水）
　　議案第 2号　理事の補欠選任について

【第5回理事会】
　令和5年3月7日（火）　午前9時30分～11時00分
　あいとぴあ臼田　多目的室1・2号
  出席理事11名、出席監事1名
    議案第15号　社会福祉法人佐久市社会福祉協議会公印管理要綱の一部を改正する要綱の
　　　　　　　　制定について
　  議案第16号　社会福祉法人佐久市社会福祉協議会経理規程の一部を改正する規程の
　　　　　　　　制定について
　　議案第17号　令和4年度社会福祉法人佐久市社会福祉協議会補正予算（第2号）について
　　議案第18号　令和5年度社会福祉法人佐久市社会福祉協議会事業計画について
　　議案第19号　令和5年度社会福祉法人佐久市社会福祉協議会会計予算について
　　議案第20号　令和4年度社会福祉法人佐久市社会福祉協議会第3回評議員会の開催について
　　議案第21号　社会福祉法人佐久市社会福祉協議会評議員選任・解任委員会委員の
　　　　　　　　選任について

○評議員会の開催
【第1回評議員会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日 5月6日（金）
　　議案第 1号　理事・監事の選任について

【第3回理事会】
　6月3日（金）　午後1時25分～2時45分
　場所：野沢会館　2階　佐久広域連合　講堂
  出席理事11名、出席監事1名
　
　　議案第 6号　令和3年度事業報告について
　　議案第 7号　令和3年度会計決算について
　　議案第 8号　令和4年度会計補正予算（第１号）について
　　議案第 9号　社会福祉法人佐久市社会福祉協議会評議員補欠選任候補者の
　　　　　　　　推薦について
　　議案第10号　社会福祉法人佐久市社会福祉協議会定款の一部を改正する定款の
　　　　　　　　制定について
　　議案第11号　社会福祉法人佐久市社会福祉協議会組織規程の一部を改正する規程の
　　　　　　　　制定について
　　議案第12号　社会福祉法人佐久市社会福祉協議会公印管理要綱の一部を改正する要綱の
　　　　　　　　制定について
　　議案第13号　令和4年度定時評議員会の開催について

【第4回理事会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日　12月23日（金）
    議案第14号　社会福祉法人佐久市社会福祉協議会評議員補欠選任候補者の
　　　　　　　　推薦について

事業№
事業名

事業概要・報告
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2

【第2回評議員選任・解任委員会（書面審査）】
　決議があったとみなされた日　6月14日（火）
　　議事　（1）評議員補欠選任候補者の決定について
　

理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

【定時評議員会】
　6月20日（月）　午後1時30分～2時41分
  場所：野沢会館　2階　佐久広域連合講堂
　出席評議員13名、欠席評議員2名、出席監事１名
　　会長専決事項の報告
　　（1）社会福祉法人佐久市社会福祉協議会育児・介護休業等に関する規則の
　　　　 一部を改正する規則の制定について
　　（2）社会福祉法人佐久市社会福祉協議会法規審査委員会要綱の一部を改正する
　　　　 要綱の制定について
　　理事会議決事項の報告
　　（1) 社会福祉法人佐久市社会福祉協議会組織規程の一部を改正する規程の
　　　　 制定について
　　（2) 社会福祉法人佐久市社会福祉協議会公印管理要綱の一部を改正する要綱の
　　　　 制定について
　　議案第 3号　令和3年度事業報告について
　　議案第 4号　令和3年度会計決算について
　　議案第 5号　令和4年度会計補正予算（第1号）について
　　議案第 6号　社会福祉法人佐久市社会福祉協議会定款の一部を改正する定款の
　　　　　　　　制定について

【第3回評議員会】
　　令和5年3月17日（火）　午前9時25分～11時00分
　　場所：あいとぴあ臼田　多目的室1・2号
　　出席評議員13名、欠席評議員2名、出席監事1名
　　　会長専決事項の報告
    （1）虐待防止委員会設置要綱の制定について（令和4年4月1日施行）
　　（2）特定相談支援事業所運営規程の一部を改正する規程の制定について
　　　　（令和4年4月1日施行）
　　（3）障害福祉サービス事業就労継続支援B型臼田共同作業センター並びに浅科ふれあい
　　　　 ホーム運営規程の一部を改正する規程の制定について（令和4年4月1日施行）
　　（4）生活介護事業所運営規程の一部を改正する規程の制定について
　　　　（令和4年4月1日施行）
　　（5）放課後ディサービス事業所運営規程の一部を改正する規程の制定について
　　　　（令和4年4月1日施行）
　　（6）職員人事評価実施規程の制定について　　　（令和4年12月1日施行）
　　（7）職員給与規程の一部を改正する規程について（令和5年 4月1日施行）
　　（8）放課後等ディサービス事業所運営運営規程の一部を改正する規程の制定について
　　　　 （令和5年 4月1日施行）
　　　理事会議決事項の報告
　　（1) 公印管理要綱の一部を改正する要綱の制定について（令和5年 4月1日施行）
　　（2) 経理規程の一部を改正する規程の制定について　　（令和5年 4月1日施行）

　　議案第　7号　令和4年度社会福祉法人佐久市社会福祉協議会補正予算（第2号）
　　　　　　　　 について
    議案第　8号　令和5年度社会福祉法人佐久市社会福祉協議会事業計画について
　　議案第　9号　令和5年度社会福祉法人佐久市社会福祉協議会会計予算について

【第3回評議員選任・解任委員会（書面審査）】
　決議があったとみなされた日　令和5年1月6日（金）
　　議事　（1）評議員補欠選任候補者の決定について
　

○評議員選任・解任委員会の開催
【第1回評議員選任・解任委員会（書面審査）】
　決議があったとみなされた日　5月26日（木）
　  議事　（1）評議員選任・解任委員会委員長及び副委員長の選出について
　  　　　（2）評議員補欠選任候補者の決定について

事業№
事業名

事業概要・報告
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事業№
事業名

事業概要・報告

理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

2

収入　912,026 円　支出　912,026 円　　収支差額　0 円

【第4回評議員選任・解任委員会（書面審査）】
　決議があったとみなされた日　令和5年3月30日（木）
　　議事　（1）評議員選任・解任委員会委員長及び副委員長の選出について

○事業及び会計の監査
【令和3年度決算監査】
　5月25日（水）午前9時～12時　　場所：野沢会館　多目的室1・2号
　出席監事2名
　（1）令和3年度事業執行状況
　（2）令和3年度決算財産状況

【令和4年度中間監査】
　11月21日（月）午前9時～12時 　場所：あいとぴあ臼田 多目的室1号・2号
　出席監事2名
　（1）令和4年度上半期会計報告
　（2）令和4年度上半期事業報告

収入　2,363,445 円　支出　2,363,445 円　　収支差額　0 円

3

社協会員の加入促進　　〔総務課〕

○社協の事業等に賛同いただき、地域住民の参加・支持を基盤に福祉サービスを展開していく
　ため、会員（会費）の募集を行った。
　年々ご協力いただく会費が減少傾向にあるが、唯一の自主財源であるため、広く市民の皆様
　に支えていただけるよう、社協広報誌「ぴーぷる」等を活用しＰＲを行った。

収入　1,723,131 円　支出　1,723,131 円　　収支差額　0 円

4

社協ホームページ等の活用　　〔総務課〕

○パソコンやスマートフォンの普及により、社協事業の情報発信のための重要なツールとなって
　いることから、情報の更新を頻繁に行い、分かりやすいホームページとなるように構成や更
　新を行った。事務事業改革検討プロジェクトチームにおいても、本協議会の「広報活動につ
　いて考えるSNSを有効に使ったPR方法の検討」について協議を行い、令和4年度は、「インスタ
　グラム」を開設した。また、社協発展・強化計画の掲載やフードドライブ事業計画表等の
　掲載を行った。
　　　ホームページアクセス数：　25,668件
　　　ツイッターフォロワー　：　 1,016件

社協報広報「ぴーぷる」の発行　　〔総務課〕

○社協事業を広く市民に理解していただくために、社協広報誌「ぴーぷる」を奇数月に発行して
　いる。
　今年度は年間の掲載計画を作成し、各事業等の開催に合わせて効果的な事業ＰＲができるよう
　に計画的に進めた。
 

紙の門松の発行

○紙の門松
　12月初旬に1世帯2枚を目安に各戸へ配布した。

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

会員数 22,100件 22,099件 22,055件 22,232件
会費額 21,650,000円 21,395,280円 21,454,360円 21,678,664円

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

発行部数 211,800部 211,800部 211,800部 211,800部

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

閲覧数 20,000件 57,913件 17,232件 17,232件

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

発行部数 71,500枚 71,500枚 71,500枚 71,500枚

11 



地域福祉部門（ボランティア活動の推進）

事業№
事業名

事業概要・報告

  介護助っ人養成講座　収入   34,329円　　支出　 34,329円　　収支差額　0 円　（事業№18と合算）

収入　　2,173,112　円　支出　2,163,112　円　　収支差額　10,000 円

5

育児助っ人養成講座　収入　113,513円　　支出　113,513円　　収支差額　0 円　（事業№17と合算）

ボランティアセンター活動事業（ボランティア活動の充実）　　〔福祉課〕

○社協本所、各支所にボランティアセンターを設置し、ボランティアコーディネーターを配置
　し、センター機能の充実を図り、ボランティア活動相談等に対し、活動先の紹介等を行っ
　た。
〇ボランティア登録をしたグループ等が、主に各ボランティアセンターを利用しているが、
  今後、地区サロン等へ出向きボランティアセンターの役割の周知を行っていく。
〇地区サロン等へ出向き地域の困りごと等を収集した。

〇「さーくちゃんち（家）でごはんを食べよう事業」（子ども食堂）を実施
事業目的：食育などを通じて、地域の人々の「支え愛」「助け愛」の輪を広げる。
　　　　　また、世代や属性を問わず、参加した誰もが元気、笑顔になれるよう交流する。
実施回数：年間12回（地域：7回 臼田：2回 浅科：1回 望月：2回）
食料支援：年間 4回
メニュー：三色弁当、おにぎり、お餅、おはぎ、お弁当、カレー弁当、ホットケーキなど
協賛団体：佐久ライオンズクラブ、ダイナム

ボランティア活動者数

　
　

〇もしもの災害に備え、市民自らが防災意識を持ち、知識習得により防災力を高める
　ことを目的に開催した。

　・開催日：令和4年7月24日（日）午後1時00分～4時30分
　・場　所：佐久市福祉総合センター
　・内　容：第１部　・地域の防災力をアップしよう(クロスロード）
　　　　　　　　　　講師　長野県危機管理部危機管理防災課
　　　　　　　　　　　　　防災指導員　太田　英雄氏　　主事　小原　拓哉氏
　　　　　　第２部　・非常食紹介
　　　　　　　　　　講師　東信地域区分組合員理事　堀内　真由美氏　大原　麻瑞氏
　　　　　　　　　　・ゲームで体験　災害ボランティアセンター
　　　　　　　　　　講師　長野県社会福祉協議会　主任　徳永　雄大氏
　

収入　274,512円　　支出　　274,512円　　収支差額　0 円　（事業№28と合算）

育児・介護¨助っ人¨養成講座　　〔福祉課〕

○ファミリーサポート事業と介護´助っ人´事業を実施するために、支援会員を養成する
　講座と、すでに登録している支援会員のフォローアップの講座を同時開催した。
(開催日と内容)
　日　時：12月 1日（木) 午後1時30分～子育て支援の体験から、これからの高齢化社会に求め
られること
　日　時：12月 7日（水）午後1時30分～高齢者との関わり方実践編、子どもとの接し方
　日　時：12月22日（木）午後1時30分～子育て世代からの話、介護支援活動をとおして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 里親支援について

受講者 名

6

災害ボランティア講座　　　〔福祉課〕

7

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

講座参加者数 50名 10名 24名 中止
登録者数 20名 48名 0名 117名

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

登録団体数 430団体 73団体 429団体 102団体
登録者数 4,700人 1,730人 3,996人 3,192人
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事業№
事業名

事業概要・報告

10

お元気レター事業　　〔福祉課〕

○ボランティアが描いた絵手紙を、希望する70歳以上のひとり暮らし高齢者等に郵送し、その
　絵手紙を通して高齢者の孤独感を解消し、安心して生活していただくためのお手伝いとして
　事業を実施した。また、絵手紙ボランティアのスキルアップと人材育成を目的として、絵手
　紙講習会を実施した。
　・登 録 者　    :　552名（内訳：佐久382名　臼田79名　浅科23名　 望月68名）
　・延利用者数 　 :1,718名
　・ボランティア数:　 64名 （内訳：佐久33名　臼田14名　浅科4名　望月13名）
　・絵手紙講習会
　　　日　時：令和5年3月 6日（月）午前10時～　場所：あいとぴあ臼田　受講者：27名
　　　　　　　令和5年3月13日（月）午前10時～　場所：社協望月支所　　受講者： 6名

収入　192,719円　支出　192,719 円　　収支差額　0 円

8

お掃除大作戦ボランティア養成講座の開催　　〔福祉課〕

◯地域のごみ問題を解決するために、ごみ分別についての講座を開催し、分別方法が分から
　ない人への支援、また、ごみの片付けが困難なお宅やごみ出しボランティアを養成した。

　・日　時：1回目　令和4年6月9日（木）午後1時30分～3時
　　　　　　2回目　　　　6月17日（金）午前10時～12時
　・場　所：1回目  佐久市福祉総合センター
　          2回目  中込地区
　・内　容：地域のごみ問題について住民との協働活動支援事業の事例等
　　　　　　地域住民宅で片付け作業
　・受講者：8名

収入　3,457 円　支出　3,457円　　収支差額　0 円

9

安心コール事業　　〔福祉課〕

○希望する70歳以上のひとり暮らし高齢者等に、ボランティアが電話による安否確認と話し
　相手になる。コールの頻度は、登録者の希望にあわせて行う。登録者が何日も電話に出ない
　日が続いた場合は、関係機関に情報を繋いだ。
　・実施日数　　 : 186日
　・登 録 者　 　:  82名（内訳：佐久　53名　臼田　14名　浅科　5名　望月　10名）
　・延コール回数 : 2,172回
　・ボランティア延活動人数：161名

収入　154,184円　支出　154,184 円　　収支差額　0 円

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

実施日数 210日 186日 191日 230日
延ボランティア数 200人 161人 152人 226人
登録者 90名 82人 90名 86名
延コール回数 3,000回 2,172回 2,156回 3,269回

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

登録者 600名 552名 584名 615名
延利用者数 2,300人 1,718人 2,215人 1,839人
ボランティア数 90人 64人 86人 76人

令和4年度目標値 令和4年度実績

講座参加者数 20名 8名
登録者数 15名 0名

13



地域福祉部門（各種相談体制の充実）

収入　3,138,576円　　支出3,138,576円　　収支差額　0 円

12

○長野県社会福祉協議会の委託を受け、佐久市・南佐久管内（佐久穂町、小海町を除く）の
　基幹的社協として、判断能力に不安がある認知症の高齢者、知的障がい者及び精神障がい者
　に対して、福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理等を支援した。
　・有効契約件数：認知症高齢者：12件　知的障がい者：12件
　　　　　　　  　精神障がい者：17件　その他　　　： 3件　計44件

事業№
事業名

事業概要・報告

　・延べ相談件数：3,599件

　・生活支援員、専門員の利用援助回数　788回

11

生活福祉資金貸付事業　　〔福祉課〕＜県社協受託事業＞

○長野県社会福祉協議会の委託を受けて、低所得世帯や障がい者世帯・高齢者世帯などに対
　し、経済的自立と生活意欲の助長・社会参加の促進を図り、安定した生活ができるための
　資金貸付の相談・受付、及び償還指導を行った。
　なお、貸付の審査決定は長野県社会福祉協議会が行う。
　<貸付内訳>
　　【本則】
　　・緊急小口資金　　　　　　：　7件    　　700,000円
    ・教育支援資金　　　　　　：　3件　　　2,084,000円
　　・住宅改修資金　　　　　　：　2件　　　2,262,000円
　　・住宅整備資金　　　　　　：　1件　　　　200,000円
　　・自動車購入資金　　　　　：　1件　　　　200,000円
　　・住宅転居費資金　　　　　：　2件　　　　360,000円
〇新型コロナ感染症対策に係る生活福祉資金の特例貸付業務を行った。
　なお、新型コロナ感染症対策に係る特例貸付については、令和4年9月30日で終了となった。
　　【コロナ特例(令和4年度)】
　　・緊急小口資金　　　　　　： 18件   　　3,190,000円
　　・総合支援資金　　　　　　： 29件      15,090,000円
　　【コロナ特例(累計)】
　　・緊急小口資金　　　　　　：395件　　　60,600,000円
　　・総合支援資金　　　　　　：181件　　　90,304,000円
　　・総合支援資金（延長）　　： 26件　 　 11,583,000円
　　・総合支援資金（再貸付）　： 30件　 　 14,980,000円

収入　4,376,583 円　支出　4,376,583 円　　収支差額　0 円

日常生活自立支援事業　　〔福祉課〕 ＜県社協受託事業＞

令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

貸付件数 63件 157件 421件
貸付金額 24,086,000円 51,560,000円 104,839,000円

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

新規契約件数 10件 4件 12件 12件
解約件数 10件 17件 6件 14件
事業開始からの契約件数 229件 223件 219件 207件
事業開始からの解約件数 172件 178件 162件 156件

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

認知症のお年寄りに関する相談 1,500件 1,472件 1,527件 1,210件
知的に障がいのある方に関する相談 900件 988件 951件 1,141件
精神に障がいのある方に関する相談 1,300件 1,139件 1,161件 1,191件

合　計 3,700件 3,599件 3,639件 3,542件

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

専門員訪問調査回数 60回 178回 51回 66回
生活支援員・専門員利用援助回数 900回 788回 919回 926回

14



収入　1,000,000 円　支出　1,000,000 円　　収支差額　0 円

13

さく成年後見支援センターの運営事業　　〔福祉課〕 ＜広域連合受託事業＞

○佐久広域連合の委託を受け、佐久圏域市町村、福祉関係者からの成年後見制度に関する二次
　相談及び利用支援を行った。また、経済的理由等で、後見人候補者が得られない方の法人後
　見受任を行い、権利擁護の促進を図り、普及啓発として積極的に出前講座を開催した。

　・相談支援状況 　　新規146件 　継続626件　計772件

　・ケース受任調整会議（令和4年12月より試行的に開催）　12月6日・1月24日・3月14日

　・佐久圏域成年後見中核機関連絡会（11月28日　22名出席）
　　会場　あいとぴあ臼田

　・成年後見制度普及及び啓発研修会
　　①佐久地域福祉関係職員成年後見制度研修会
　　　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
　　②市民対象研修
　　　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

　・普及啓発 出前講座等
　　①出前講座　4件

収入　19,301,244円　 支出　19,301,244 円　　 収支差額　0 円

事業名　：　生活困窮者自立支援事業　　〔福祉課〕 ＜市受託事業＞

○生活困窮者自立支援法に基づき、市内に居住する生活困窮者などが困窮状態から早期に脱却
　するため、支援対象者の自立と尊厳を確保しつつその状況に応じて包括的かつ継続的な相談
　支援を実施するとともに、地域における早期把握のためのネットワークを構築し、支援対象
　者の自立・就労支援の促進を図ることを目的に実施した。

　　　・体験就労受入れ先企業の新規開拓目標：10件…実績6件

収入　24,058,434 円　支出　24,058,434 円　　収支差額　0 円

家計改善支援事業　　〔福祉課〕 ＜市受託事業＞

○生活困窮者に対し、家計の状況を「見える化」し、利用者の家計管理の意欲を引き出す改善
　相談を行い生活の早期再生を図れるよう、自立相談支援機関（まいさぽ佐久市）と連携を図
　りながら支援をした。
　・相談件数　148件　　・契約件数　 5件

　・法人後見受任審査会　委員8名
　　　審査会開催回数　3回
　　（9月26日・12月6日・2月1日）
　　　法人後見：受任者34名
　　（小諸市7　佐久市14　小海町１　川上村2　南牧村0　南相木村0　北相木村0　佐久穂町4
　　　軽井沢町１　御代田町3　立科町2）

14

事業№
事業概要・報告

事業名

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

相談支援件数 620件 772件 389件 577件
法人後見受任者 35名 34名 32名 23名

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

相談件数 130件 148件 115件 82件
契約件数 8件 5件 2件 8件

令和４年度目標値 令和4年度実績 令和３年度実績 令和２年度実績

新規相談受付件数 270件 282件 274件 276件
プラン作成件数 70件 28件 47件 66件
一般就労者数 30件 26件 35件 32件

15



事業№
事業名

事業概要・報告

15

結婚相談事業・婚活講座　　〔福祉課〕

○結婚相談所を開き、出逢いの機会が少ない結婚を希望する男女に、出逢いの場を提供した。
 また、講和、ウォーキング、ボランティアをきっかけに出会いの場を提供する婚活講座を
 ２回開催した。

　（結婚相談事業）
　・相談所開設：月2回 日曜日に開催（内、隔月で平日の夜間）
　・相談員数　：　6名
　・延相談件数：122件（男性 86件　女性 36件）
　・登録者　　： 67人
　・見合い件数： 22件
　・成婚件数　：　1組
　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、相談所休止期間あり。

　（婚活講座）
　・開催日　　：1回目　令和4年11月13日（日）　2回目　令和5年2月11日（土）
　・場所　　　：佐久市福祉総合センター
　・内容　　　：1回目「講話とウォーキング、交流」
　　　　　　　：2回目「ボランティア婚活：さーくちゃんち（家）でごはんを食べよう」
　・受講者　　：1回目　19名　　2回目　4人

収入　550,292 円　支出　550,292 円　　収支差額　0 円

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

相談件数 220件 122件 123件 204件
見合い件数 30件 22件 26件 28件
成婚数 3組 1組 1組 1組

16



地域福祉部門（地域福祉活動の推進）

収入　113,513 円　支出　113,513 円　　収支差額　0 円（事業NO7育児助っ人講座と合算）

17

◯地域で誰もが安心して助け合いながら、生活ができる地域づくりを推進するため、育児支援が
　必要な家庭に対し、支援会員が有償で支援した。社協は、利用会員と支援会員との仲介を行
　い、調整をした。
　
　・登録支援会員  ：29名（育児支援のみ）両方会員：46名（育児支援、介護支援両方）
　・実活動支援会員： 8名
　・利用者        ：19名
　・延利用時間    ：307時間
　・主な支援内容　：一時預かり、産後の食事づくり、掃除、ワクチン接種の際の預かり等
　　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業休止期間があった。

〇「乳幼児一時預かり事業」の開催
　子育て中には、誰かの手を借りたい、金融機関に行きたい、用事を済ませたいなど、
  少しの時間、子どもを見てもらいたいと思うことがあります。そんな声にお応えして
  開催した。
　　日　時：1回目　令和5年3月10日（金）午前10時～12時
　　　　　　2回目　令和5年3月24日（金）午前10時～12時
　　場　所：佐久市福祉総合センター
　　申込者：4名（内利用者1名）

事業№
事業名

事業概要・報告

16

ふれあいいきいきサロン事業（世話人交流会事業含む）　　〔福祉課〕

○地区集会施設等を利用して、高齢者の閉じこもり予防､認知症予防を目的に､区単位でサロン
（お茶飲み会）を開催。､未開催地区の立ち上げのため、行政及び地域包括支援センター等と
  連携を図り、市内全地区で開催を目指した。
　コロナ禍においても、検温・手指消毒・マスク着用を行い、少しでも安心して参加できる
  よう工夫して開催した。

　（実施地区）
　･佐　久   23地区  延参加者：1,468人
　･臼　田 　 6地区　延参加者：  358人
　･浅　科  　6地区　延参加者：  725人
　･望　月  　3地区　延参加者：   83人　合計：38地区　総延参加者：2,634人

　（開催場所）
　・各地区公民館、佐久市老人福祉センター長寿閣、佐久市望月老人福祉センター
　
　（主なサロン活動内容）
　・体操､ミニ講話､世代間交流など

◯ふれあいいきいきサロン「はじめての出前講座」チラシを作成した。今後、サロン未開催地区
　　への呼びかけ、説明会を開催していく予定。
　

収入　400,580 円　支出　400,580 円　　収支差額　0 円

ファミリーサポート事業「ほっと・ホット」(育児支援）　　〔福祉課〕

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

開催区数 140区 38区 38区 38区
延参加者数 12,000人 2,634人 1,723人 1,971人

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用者（育児） 25名 19名 19名 9名
延利用時間（育児） 350時間 307時間 263時間 338時間

17



19

敬老会助成事業　　〔総務課〕

○老人福祉法において、老人の日を中心として、老人週間が設けられている。この期間に、
　広く市民が高齢者の福祉についての関心と理解を深め、更には多年にわたり社会に尽くして
　きた高齢者を敬愛し、長寿を祝うため敬老会を実施した地区に対し助成を行った。70歳以上の
　高齢者に対して一人600円（市300円＋社協300円）の助成金を交付した。

　・当初対象予定者数　　　  :25,837人
　・申請者数(交付決定者)    :22,618人
　・助成金額　　　　　　  　:13,535,975円
　
【申請状況】（　）内は昨年度末申請者数
　　佐久：15,360人　（15,171人）
　　臼田： 3,567人 　（3,564人）
　　浅科： 1,619人   （1,587人）
　　望月： 2,072人　 （2,112人）
  　合計：22,618人　（22,434人）

収入　14,085,609 円　支出　13,647,363 円　　収支差額　438,246円

介護´助っ人´事業（介護支援）　　　　　　　〔福祉課〕

◯地域で誰もが安心して助け合いながら、生活ができる地域づくりを推進するため、介護支援が
　必要な家庭に対し、支援会員が有償で支援した。社協は、利用会員と支援会員との仲介を行
　い、調整をした。
　
　・登録支援会員  ：31名（介護支援のみ）　両方会員：46名（育児支援、介護支援両方）
　・実活動支援会員：16名
　・利用者        ：21名
　・延利用時間    ：323時間
　・主な支援内容　：病院の付き添い、掃除、ゴミ出し等
　　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業休止期間があった。

事業№
事業名

事業概要・報告

収入　34,329 円　　支出　34,329円　　収支差額　0 円（事業NO7介護助っ人養成講座と合算）

18

収入　196,678円　支出　99,678 円　　収支差額　97,000 円

20

佐久市社会福祉大会の開催　〔総務課〕

○第15回佐久市社会福祉大会の開催（佐久市と共催）
　日　時：10月8日（土）　午後1時00分～1時45分
　場　所：佐久平交流センター
　内　容：表彰：佐久市長表彰、佐久市社会福祉協議会長表彰

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

申請者数 25,837人 22,618人 21,978人 21,978人
助成額 15,502,200円 13,535,975円 13,112,902円 13,112,902円

※新型コロナウイルス感染症拡大防止

の観点から、祝い品の配布のみを行っ

たため、一人当たりの助成金額が600

円以下となった地区が1地区あった。

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用者（介護） 30名 21名 24名 36名
延利用時間（介護） 600時間 323時間 501時間 663時間
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地区社会福祉協議会事業〔福祉課〕

○地区社会福祉協議会は、地域住民に最も身近な社協として、「地域福祉活動」を支援し、共
　に支え合う地域づくりのため、市内７地区に地区社会福祉協議会を設置している。各地区の
　構成員は、区長、民生児童委員、公民館長、日赤奉仕団、保健補導員等で構成されている。

　（主な7地区社会福祉協議会事業内容）
　〇浅間地区　：役員会、総会（書面議決）、はじめての出前講座
　〇野沢地区　：役員会、総会（書面議決）
　〇中込地区　：役員会、総会（書面議決）
　〇東地区　　：役員会、総会（書面議決）
　〇臼田地区　：役員会、総会（書面議決）、輝き世代の集い
　〇浅科地区　：総会、世代間交流会、高齢者等お楽しみ会（2回）
　〇望月地区　：役員会、総会、役員研修会
　
　（助成金）
　・活動費交付基準：事業割　40,000円　　会員割　30円/人

　（7地区合同研修会）
　・日　時　　：7月22日（金）午後1時30分～3時00分
　・場　所　　：あいとぴあ臼田ホール
　・内　容　　：講話「コロナ禍での地域活動を考える」
　　　　　　　　　　　　　講師：長野県社会福祉協議会職員
　　　　　　　：事業紹介
　　　　　　　　「令和4年度共同募金　安心・安全なまちづくり活動公募配分事業について」
　　　　　　　　　　　　　講師：佐久市社会福祉協議会職員
　・出席者　　：53名（7地区社協役員・会員）

収入　894,682　円　支出　894,682 円　　収支差額　0 円

佐久ふれあい広場　〔福祉課〕

〇障がいの有無、老若男女を問わず、みんなが集い、ともに「出会い・ふれあい・語り合い」の
  場の提供を目的に佐久ふれあい広場を開催していたが、市内で新型コロナウイルス感染者が
  増加していることから、実行委員会を開催し、事業の準備等ができないため中止とした。

22

地域福祉活動計画策定評価事業　　〔福祉課〕

○平成30年3月に佐久市と合冊にて策定された第三次佐久市地域福祉計画と整合を図りつつ、
　「人と人とがつながり支え合う地域づくり」を基本理念として、計画進行管理を定期的に
　評価・分析をした。
　・日　時：6月2日（木）　午前10時00分～11時50分
　・場　所：野沢会館
　・内　容：令和3年度事業評価について、第四次地域福祉活動計画策定について
　・出席者：11名
　

収入　299,002円　支出　299,002 円　　収支差額　0 円

21

事業№
事業名

事業概要・報告

24

23

フードドライブ事業　〔福祉課〕

　新型コロナウイルス感染症拡大によって、休業者や失業者が増加しており、その影響で日々
　の食事にも困窮されている方が増えたため、困窮家庭への食糧支援として取り組んだ。
　
　　・平日受付期間　：令和4年4月1日（金）～　令和5年3月31日（金）
　　・休日受付日　　：6月5日（日）、9月11日（日）、12月11日（日）
　　・協力者延　　　：123名（個人、企業、団体、市役所、社協等）
　　・食品点数　　　：4,551点
　　・ボランティア延：12名（休日受付日に活動）
　　・食品提供先　　：まいさぽ佐久市、相談者
　

収入　48,000 円　支出　48,000 円　　収支差額　0 円
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認知症徘徊SOS模擬訓練事業　〔福祉課〕

○認知症による徘徊行動に対し、地域で見守る体制づくりを進めるため認知症サポーター養成
　講座や徘徊ＳＯＳ模擬訓練を実施し、徘徊者の早期発見、早期対応を地域住民、関係機関と
　連携するために開催する。
　　＊模擬訓練は中止としたが、認知症徘徊ＳＯＳ模擬訓練の事前学習会は開催した。
　・開催地区：下県東区、下県西区
　・日　時　：令和5年3月14日（火）午前10時～11時30分
　・場　所　：岸野農村環境改善センター
　・内　容　：認知症サポーター養成講座
　・参加者数：43名

収入　3,000 円　支出　3,000 円　　収支差額　0 円

27

共同募金の募集推進及び配分金の効果的活用（事務局）　〔総務課〕

○佐久市共同募金委員会
　長野県共同募金会の内部組織として設置し、運営委員会と審査委員会を設けることで募金
　配分の透明化を図るよう取組を行った。
　
　・共同募金委員会役員構成
　　会長 1名　副会長 1名　運営委員 7名　監事 2名　審査委員 7名
　
○運営委員会の開催
【第1回運営委員会】
　　9月29日（木）午前10時00分～　場所:あいとぴあ臼田多目的室3.4
　　出席者：7名
　　議案第1号　 令和3年度社会福祉法人長野県共同募金委員会佐久市共同募金委員会事業報告
　　　　　　　　について
　　議案第2号　 令和3年度社会福祉法人長野県共同募金委員会佐久市共同募金委員会決算報告
　　　　　　　　について
　　報告事項　　令和4年度の募金募集の目標額設定のための事業審査結果報告について

【第2回運営委員会】
　　令和5年3月27日（月）午後1時30分～　場所:あいとぴあ臼田多目的室2
　　出席者：4名
　　議案第3号　　令和4年度募金の結果に基づく令和5年度事業計画への配分額について
　　議案第4号　　令和5年度社会福祉法人長野県共同募金会佐久市共同募金委員会事業計画
　　　　　　　　 について
　　議案第5号　　令和5年度社会福祉法人長野県共同募金会佐久市共同募金委員会予算について

○審査委員会の開催
【第1回審査委員会】
　　7月29日（金）午後1時30分～　場所　あいとぴあ臼田多目的室2
　　出席者:6名
　　審査内容：令和4年度の募金募集の目標額設定のための事業審査について
　　　　　　　その他

【第2回審査委員会】
　　令和5年2月10日（金）午前10時00分～　場所:あいとぴあ臼田多目的室2
　　出席者：5名
　　審査内容：令和4年度の配分金決算見込による再審査について
　　　　　　　その他

25

希望の旅事業　　〔福祉課〕

〇在宅の障がい者とその家族に、社会交流の場を提供し、生きがいを高めることを目的とする。

　・日　時：12月16日(金)　午前8時25分～午後5時55分
　・行き先：高橋まゆみ人形館、信州フルーツランド信州中野インター店、小布施
　・出席者：17名(障がい者9名、介助者6名、職員2名)

収入　239,000 円　支出　176,000 円　　収支差額　63,000 円

事業№
事業名

事業概要・報告

26
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28

佐久市災害ボランティアセンター設置運営事業　〔福祉課〕

◯市内において、地震、風水害等の甚大な災害が発生した際は、住民ボランティア並びに災害ボ
　ランティア登録者を受け入れ、関係機関との連絡、適正な情報収集・提供・ボランテイアの需
　要と供給を調整するなど、迅速な対応を行うための佐久市災害ボランティアセンターを設置す
　ることを目的とする。

　（佐久市総合防災訓練）
　　＊新型コロナウィルス感染拡大防止のため事業中止
　
  （災害福祉カンタンマップ地図作成）
　　支え合いマップを災害福祉カンタンマップでデジタル化して地図を作成した。
　　・作成区：　１区

収入　274,512 円　支出　274,512円　　収支差額　0 円（事業№6と合算）

〇災害援護金配分申請
　火災等で被災された世帯に、災害見舞金等の支給をした。（5件　50,000円）

収入　1,760,235 円　支出　1,760,235円　　収支差額　0 円

27

事業№

共同募金助成事業（福祉団体助成）　　〔総務課〕

○共同募金委員会で決定された共同募金の配分金を、申請のあった福祉団体の行う事業に交付
　し活動を支援した。また、民生児童委員協議会には社協会費を財源として助成金の交付を行っ
　た。

【交付団体】
　佐久市民生児童委員協議会　　　佐久市シニアクラブ連合会　　佐久市赤十字奉仕団
　佐久市戦没者遺族会　　　　　　佐久市保護司会　　　　　　　佐久市身体障害者福祉協会
　佐久市手をつなぐ育成会　　　　佐久市更生保護女性会　　　　佐久聴覚障害者協会
　佐久手話サークル　　　　　　　佐久市保育協会　　　　　　　佐久市保育園保護者会連合会
　佐久市食生活改善推進協議会　　佐久肢体不自由児(者)父母の会　　　14団体

〇NHK歳末たすけあい募金特別配分申請事業
　令和4年度申請：佐久市社協多機能型事業所くれよん
　　配分申請額　100,000円

○安心・安全なまちづくり活動公募配分事業
　令和4年度申請区：中桜井区

〇共同募金の募集期間（11月～3月）
　・区長、赤十字奉仕団等の協力のもと、市内の各世帯に募金をお願いした。
　・法人へのダイレクトメールによるお願いや、学校を訪問し、児童・生徒への募金を
　　お願いした。

事業名

事業概要・報告

○事業及び会計監査
　6月30日（木）野沢会館に於いて監査を実施した。
　　令和3年度佐久市共同募金委員会事業執行監査
　　令和3年度佐久市共同募金委員会決算監査

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

戸別募金 11,927,893円 12,370,199円 12,420,642円
法人募金 2,673,500円 2,914,272円 2,629,832円
学校募金 111,345円 189,498円 134,966円
その他 24,964円 31,139円 13,946円
合　計 14,737,702円 15,505,108円 15,199,386円

15,500,000円
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30

ひとり暮らし高齢者等見守り事業　　〔福祉課〕

○70歳以上のひとり暮らし高齢者等を対象に、安否確認や話し相手などになることで「地域の見
　守り」を行う。
　・実施地区　：市内全域
　・実施回数　：77回（佐久：44回、臼田：11回、浅科：11回、望月：11回）
　・訪問者　　：各地区民生児童委員
　・その他　　：乳酸菌飲料の配布と合わせて、おたより等を添えた。

収入　6,065,000 円　支出　6,065,000 円　　収支差額　 0 円

29

高齢者緊急時連絡票の配布　　〔福祉課〕

○70歳以上のひとり暮らし高齢者等を対象に、訪問者が緊急時に家族や関係機関へ速やかに連絡
　するための「緊急時連絡票」を民生児童委員の協力を得て希望者へ配布した。

　・配布枚数　：664枚

収入　30,722 円　支出30,722 円　　収支差額　 0 円

事業概要・報告

事業名
事業№
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地域福祉部門（福祉教育事業の充実）

○小・中・高校生等を対象に、障がいのある方の講話や車いす、手話、点字体験等を行う福祉
　体験教室を開催し、福祉に対する理解を深め、思いやりの心を育む学習を行った。
　
　　（福祉体験教室開催校）
　　・小学校　：　2校（佐久平浅間・青沼）
　　・中学校　：　5校（野沢・東・臼田・浅科・佐久長聖）
　　・高等学校：　1校（寺小屋高等学院）
　　・内　容　：認知症サポーター養成講座、ブラインドマラソン、ブラインドサッカー、
　　　　　　　　ボッチャ体験、災害について、高齢者について、障がいについて　等

収入　905,851 円　支出　715,851 円　　収支差額　190,000 円

事業№
事業名

事業概要・報告

32

バリアフリ－マップ事業　　〔福祉課〕

〇障がい者や高齢者、乳幼児をお連れの方などが、安心してまちに外出し、行動範囲を拡大でき
　るよう、市内の公共施設や商業施設等のバリアフリー情報を社協ホームページで提供。
　・新規登録　：なし

収入　59,619 円　支出　59,619 円　　収支差額　0 円

31

社会福祉普及校（福祉体験教室・福祉教材用DVD貸出）事業　　〔福祉課〕

○児童・生徒・学生が、体験をとおして社会福祉の理解と関心を高め、日常生活の中に思いやり
　の心を育むための活動を行っている小学校、中学校、高等学校、大学等へ助成を行った。
　　（社会福祉普及校指定校）
　　22校（1校：30,000円）
　　・小学校 　11校（佐久平浅間・平根・中佐都・中込・佐久城山・東・田口・青沼・
　　　　　　　　　　臼田・浅科・望月）
　　・中学校　　5校（野沢・東・臼田・浅科・佐久長聖）
　　・高等学校　5校（岩村田・佐久平総合技術浅間キャンパス・
　　　　　　　　　　 佐久平総合技術臼田キャンパス・地球環境高等学校・寺小屋高等学院）
　　・大学等　　1校（佐久大学）
　

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

小学校 11校 12校 13校
中学校 5校 6校 5校
高等学校 5校 4校 3校
大学・専門学校 1校 1校 1校

25校

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

体験教室開催校 12校 8校 11校 10校
延開催数 44回 58回 68回

23



地域福祉部門（団体事務）

36

佐久市戦没者遺族会（事務局）　　〔福祉課〕

○佐久市戦没者遺族会の事務局とし、会の会計、会議の調整、県遺族会との連携、大会や追悼式
　の参加調整、開催等を行った。
〇事業開催
　・理事会・評議員　　　：書面決議
　・全国戦没者追悼式　　：6名
　・佐久市戦没者追悼式　：8月（11名）10月（32名）
　・佐久市戦没者遺族大会：32名
　・幹部会議　　　　　　：1回（令和4年10月開催）
　

34

佐久市赤十字奉仕団（事務局）　　〔福祉課〕

○赤十字の博愛人道の精神に基づき、明るく住みよい社会を築き上げていくための地域社会
　で奉仕活動を行った。
　
〇支部長会議：　6月20日(月)
〇委員総会　：　6月28日(火)～7月15日(金)　書面開催
　　　　　　：　令和5年3月25日(土)
〇地域赤十字奉仕団幹部研修会(長野県支部主催)：　7月6日(水)
　・赤十字事業について　・防災教育事業について
〇研修会（書面開催）：　8月24日(水)
　・包装食袋を使った炊き出しについて
　・屋内安全対策編、家庭内備蓄品編について

35

佐久市シニアクラブ連合会（事務局）　　〔福祉課〕

○魅力ある活動と広報活動を強化し､社会貢献活動を通して会員の生きがいづくりや健康づくり
　活動を支援した。

○シニアクラブ加入数、会員数
　・45地区単位クラブ（佐久37、臼田3、浅科5）
　・会員2,901人（佐久2,138人、臼田303人　浅科460人）
　・年々減少傾向にあるが､会員加入促進を行い地区活動を推進している。
〇事業開催
　・総会
　・正副会長会、役員会
　・佐久市シニア連会報発行：年2回（8月、令和5年1月）
　・体験してみよう！「ふれあいいきいきサロン」
　・マレットゴルフ大会、グラウンドゴルフ大会、世代間交流会、サポカー体験会等（浅科）

33

日本赤十字社長野県支部佐久市地区（事務局）　〔福祉課〕

○市内全地区の佐久市赤十字奉仕団分団長を対象に「日赤活動資金募集活動説明会」を開催予
　定だったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため説明会は中止とした。

○日赤活動資金募集活動期間
　・募集活動期間：8月1日（月）～9月30日（金）
　・目標額　　　：14,163,000円
　・実績額　　　：11,130,947円　22,067件

事業№
事業名

事業概要・報告
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施設管理・運営部門

39

佐久市臼田老人福祉センター

老人福祉法20条の7に基づく施設運営

○高齢者の憩いの場所や各地区ふれあいいきいきサロンの開催場所の提供。
○老人クラブ活動のための施設供与と育成。
○レクリエーション活動の増進と各種講座の開設。
　・年間施設利用者数　131人
○主な修繕等　男子トイレ洗浄便座漏水修繕、流し台撤去

　

収入　1,602,795 円　支出　1,602,795 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

38

佐久市老人福祉センター「長寿閣」

老人福祉法20条の7に基づく施設運営

○高齢者の憩いの場所や各地区ふれあいいきいきサロンの開催場所の提供
○老人クラブ活動のための施設供与と育成
○レクリエーション活動の増進と各種講座の開設
　・年間施設利用者数　7,210人
○入浴施設の提供
　・年間風呂利用者数　4,785人
　【風呂利用料】    一人100円
○主な修繕等
　・低圧ボイラー交換、屋根修繕、玄関ポーチ屋根修繕

＊新型コロナウイルス感染拡大防止また設備故障のため、令和4年4月1日（金）から5月26日
（木）、令和4年8月9日（火）から9月22日（木）まで入浴休止とした。

収入　19,773,752 円　支出　19,773,752 円　　収支差額　0 円

37

佐久市福祉総合センター

○福祉団体及びボランティアグループに会議室等を無料で開放し、活動の活性化とボランティ
　アの育成を図った。
  　・年間施設利用者数　5,384人
○自己所有の施設を拠点として利用していただくことで、子育てグループ間の情報交換、協働
　活動を図り、新たな活動の展開を促した。
　　・延利用グループ数　685団体
○主な修繕等
　　・事務所照明器具修繕、街路灯修繕

収入　4,000,000 円　支出　4,000,000 円　　収支差額　0 円

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用者数 8,000人 5,384人 4,161人 4,610人
利用グループ数 1,000団体 685団体 493団体 594団体

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用者数 15,000人 7,210人 6,273人 9,268人
入浴利用者数 9,000人 4,785人 4,415人 7,187人

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用者数 200人 131人 457人 596人
入浴利用者数

25



42

佐久市望月老人福祉センター

指定管理期間　令和2年4月～令和7年3月

○基本協定に基づく施設の管理
○地域の高齢者の健康増進、憩いの場として施設の保守管理、利用者の送迎、入浴業務、地域
　サロンの開催場所としての活用促進した。
　・年間施設利用者数　4,331人
　・年間風呂利用者数　4,093人
　　【風呂利用料】一人100円
○主な修繕等
　・減圧弁交換修繕、漏水修繕、浴室照明器具交換、クロス張り替え、オイルタンク交換等

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4月1日（月）から5月9日（月）、8月9日（火）
　から9月22日（木）入浴休止、貸館休止とした。

収入　10,725,600 円　支出　10,725,600 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

収入　42,671,700 円　支出　42,439,600 円　　収支差額　232,100 円

41

浅科保健センター

指定管理期間　平成30年4月～令和5年3月　

○基本協定に基づく施設の管理
○令和5年4月からの5年間の指定管理に向けた申請を行った。
○市民の健康の保持及び保健衛生の向上に資するための総合的な保健サービスの拠点として
　管理運営を行った。
　・年間施設利用者数　11,463人
○主な修繕等
　・調理室ガス漏れ警報器交換、外灯交換
　＊社会情勢による価格高騰のため光熱水費等が増額となった。

収入　4,770,000 円　支出　4,770,000 円　　収支差額　0 円

40

佐久市臼田総合福祉センターあいとぴあ臼田

指定管理期間　令和2年4月～令和7年3月

○基本協定に基づく施設の管理
○地域における総合福祉及びふれあい拠点として、市民の福祉と意識の高揚を図ることを
　目的に管理運営を行っている。
　・年間施設利用者数　37,800人
　・年間風呂利用者数　 6,714人
　【風呂利用料】中学生以上65歳未満一人200円、65歳以上一人100円
○主な修繕等
  ・風呂水道水漏れ、照明機器、自動ドア、
　　トイレ換気扇・手洗器、エアコン、サウナ窓ガラス修繕、パーテーション間切修繕
　　集水桝修繕他

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4月1日（金）から5月9日（月）、8月9日（金）
　から9月22日（木）入浴休止とした。
＊窓ガラス修繕のため、6月6日（月）入浴休止とした。
＊社会情勢による価格高騰のため光熱水費等が増額となった。

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用者数 7,000人 4,331人 3,979人 4,859人
入浴利用者数 6,000人 4,093人 3,821人 4,528人

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用者数 40,000人 37,800人 31,227人 32,379人
入浴利用者数 10,000人 6,714人 6,848人 7,998人

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用者数 10,000人 11,463人 11,081人 9,103人
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介護保険・障がい福祉部門

44

指定通所介護事業・佐久市浅科デイサービスセンター　　〔福祉課〕

○定員18名の地域密着型通所介護。
　高齢者の要介護状態の軽減、若しくは機能低下の防止に資するよう必要な日常生活上の介助及
　び機能訓練を行い、利用者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持並びに家族の身体的、精神
　的負担の軽減を図った。

　＊地域密着型利用者延べ人数  3,148人
　・事業対象者（総合事業）236人    ・要支援1   11人  ・要支援2    501人
　・要介護1   843人    ・要介護2  450人　・要介護3  342人 ・要介護4　 223人
  ・要介護5　 542人
　

収入　32,436,589 円　 支出　32,850,770 円　収支差額　△414,181 円

収入  84,654,514 円　 支出  78,899,697 円　収支差額　5,754,817円

事業№
事業名

事業概要・報告

43

指定通所介護事業・佐久市あいとぴあ臼田デイサービスセンター　　〔福祉課〕

○高齢者の要介護状態の軽減、若しくは機能低下の防止に資するよう必要な日常生活上の介助及び機
能訓練を行い、利用者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持並びに家族の身体的、精神的負担の軽
減を図った。
 ＊一般型利用者延べ人数   6,901人
　・事業対象者（総合事業） 311人   ・要支援1　 85人  ・要支援2　571人
  ・要介護1  2,088人  ・要介護2  872人  ・要介護3　1,420人  ・要介護4　1,263人
  ・要介護5    291人
 ＊認知型利用者延べ人数　 1,508人
　・要介護1   307人   ・要介護2    387人  ・要介護3　 365人   ・要介護4　274人
  ・要介護5   175人
 ＊基準該当利用者延べ人数　 　50　人

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

一般 6,589人 6,901人 6,464人 6,750人
認知 1,199人 1,508人 1,179人 1,444人

基準該当 156人 50人 － －
一般 53,347,000円 58,309,123円 72,369,713円 74,241,412円
認知 15,325,000円 19,064,361円 － －

基準該当 1,080,000円 212,730円 － －
その他（食費等） 4,828,000円 7,068,300円 － －

利用延人数

報酬額

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用延人数 地域密着型 3,920人 3,148人 3,604人 3,848人
地域密着型 36,513,000円 29,873,130円 37,052,941円 38,607,610円

その他（食費等） 3,028,000円 2,563,459円 － －
報酬額
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  収入　39,565,388 円　 支出　33,580,602 円　　収支差額　5,984,786 円

事業№
事業名

事業概要・報告

45

障害福祉サービス事業就労継続支援（B型）・臼田共同作業センター〔福祉課〕

○事業の成果
・従来より行っている受注作業4種類、デイサービス清掃作業を引き続き実施。
・樹脂部品加工作業も安定し、幅広く障害特性に対応出来るようになった。
・各イベントや販売会は中止となったが、広報誌『ぴーぷる』等のＰＲの効果もあり、自主製品の
　注文販売や展示販売での購入者は増加した。
・多機能型事業所『くれよん』と速やかに連携をとることで、サービスの狭間に利用者が陥ること
　なく、包括的な支援が出来た。
 

○支援及び相談
　個別支援計画を作成、サービス管理責任者による定期的なモニタリングを実施した。
　また相談支援や各種関係機関との連携を密にとる事により、作業センターの円滑利用が出来
　る様に配慮した。

　・開所日数             238日
　・延べ通所利用者数   4,745人
　・一日平均利用実績  　  20人
　

○生産活動
　鈴与マタイ製袋工業とH・A電子部品組立作業の他、アサマダンボールの組立作業、伊孝樹脂
  の部品加工作業、デイサービスの床清掃作業を行なった。
  自主製品は手甲やバック、タワシなど製作販売を行った。
 
 ・平均工賃月額 　  13,006円
　

○販売活動
　新型コロナウィルスまん延防止により販売機会は限られてしまったが、社協本所や臼田支所での
　展示販売や、電話受注製作販売により、売上げの減少を最小限に食い止める事ができた。

○視察研修
　本年度も、昨年に引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用者延人数 4,920人 4,745人 4,970人 5,185人
１日平均利用人数 21人 20人 21人 22人
工賃収入 4,083,040円 4,125,641円 4,329,403円 4,406,893円
報酬額 35,816,595円 34,896,470円 36,259,250円 36,036,030円
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事業№
事業名

事業概要・報告

46

障害福祉サービス事業就労継続支援（B型）・浅科ふれあいホーム　〔福祉課〕

○事業の成果
　・一般就労に結びつく支援や計画を実施し就労に向けた取り組みを行った。
　・企業への働きかけを行い安定した作業の確保と利用者の特性に合わせた作業を提供し日中活
　　動を充実させることができた。
　・販売会やイベントは中止となったが、社協窓口での展示販売等があり、浅科ふれあいホーム
　　のPRを行いながら販売することができた。

○支援及び相談
　体調不良やご家庭の事情により長期休みとなる方も多く、延べ通所利用者数を伸ばすことが
　難しい傾向にあるが、利用者に寄り添い通所時間、通所日の調整を行った。
  個別支援計画を作成、サービス管理責任者による定期的なモニタリングを実施し相談支援や
　各種関係機関との連携を行い、新規利用者へのPRを行った。
　
　・開所日数                243日
　・延べ通所利用者数　　 　4,469人
　・一日平均利用実績　　　　  18人

○生産活動
　・企業からの受託作業を行い、仕事が切れないよう配慮しながら、利用者の得意分野を活かす
　　ために、作業種類を多くした。
　・農園ボランティアのご協力を得て野菜づくりを行い、野菜販売を行った。
　　さつま芋の収穫時、浅科デイサービスセンターの利用者の方々と交流を行うことができた。

　・平均工賃月額 　 18,160円

○販売・イベント等参加状況
　・佐久病院等のイベント・佐久市役所販売の中止
　・各種イベント再開時には、積極的な参加をし、地域との交流を図り販売活動にも力を入れら
　　れる様に新しい自主製品の取り組みを行った。
　
○視察研修旅行
　・7月21日希望者9名と職員で、浅科地区にある同じ障害者就労継続支援B型事業所の見学を
　　行い、作業の違い等の説明を聞くことができ地域の資源を知り、また果樹畑農家の方の
　　ご協力で、果物狩りを体験することができた。

収入　42,348,493 円　 支出　36,357,490 円　　収支差額　5,991,003 円

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用者延人数 4,560人 4,469人 4,330人 4,700人
１日平均利用人数 19人 18人 18人 19人
工賃収入 4,492,000円 5,181,382円 5,417,139円 4,948,761円
報酬額 36,977,000円 36,595,510円 32,295,290円 33,406,440円
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多機能型事業所くれよん　　収入　35,035,129 円　 支出　27,566,576 円　 収支差額　7,468,553 円

特定相談支援事業　収入　13,961,351 円　 支出　13,961,351 円　　 収支差額　0 円

48

佐久市社協多機能型事業所くれよん　　〔福祉課〕

○生活介護
　毎日の日課を決め生活動作を繰り返し行う事で出来る動作を増やす努力を行った。それと同時
　に季節にあった行事を盛り込みながら社会参加を促し楽しみ活動を提供した。生活能力や身体
　能力の維持向上に努めた。

○放課後等デイサービス
　日々の学習支援の他に他者との関わり方やコミュニケーションの取り方などを遊びながら学べ
　る機会を提供した。お金の使い方や買物の仕方を遊びの中で練習を行っている。また、公園へ出掛
　けたり、電車に乗る体験等を通じて色々な経験が出来るように活動内容を工夫した。

事業№
事業名

事業概要・報告

47

特定相談支援事業　　〔福祉課〕

○障がいのある方が、自立した日常生活、社会生活を営むことができるよう、 サービス等利用計
　画の作成及び関係機関との連絡調整を行った。
　
　　・利用者数    1,270人       ・請求件数　　495件

令和4年度目標値 令和4年度実績

利用者延人数 1,930人 2,519人
報酬額 17,642,000円 22,819,339円

令和4年度目標値 令和4年度実績

利用者延人数 1,550人 1,482人
報酬額 10,067,000円 12,049,198円

令和4年度目標値 令和4年度実績 令和3年度実績 令和2年度実績

利用者延人数 1,392人 1,270人 1,283人 1,066人
請求件数 672件 495件 525件 489件
報酬額 6,545,000円 6,451,830円 7,072,640円 5,955,850円
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